
こたえ

1: 接眼レンズ―目でのぞくレンズ　対物レンズ―見るものに近い方のレンズ　反しゃ鏡―

光を集めて明るくする　調節ねじ―ピントを合わせる

2: オ → ウ → ア → イ → エ（接眼レンズ、対物レンズの順につける → 反しゃ鏡で明る

くする → プレパラートをステージにのせる → 横から見ながら、対物レンズを近づける

→ のぞきながら、はなしてピントを合わせる）

3: (1) ×　(2) ○

みてあげる ところ

けんび鏡は直射日光の当たらない明るい所に置きます。接眼レンズ→対物レンズの順につ
ちょくしゃにっこう

け、横から見ながら対物レンズとプレパラートを近づけてから、のぞきながらはなしてい

ってピントを合わせます。
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けんび鏡の使い方
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ
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